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EMBC‐FT排水処理システムにより造られる処理水（抗酸化植物活性酵素液）は様々な有益な効果をもたらします。トイレや水まわりの浄菌・消臭や洗濯物の風合いの向上、抗酸化・抗菌効果や肌荒れ防止効果がみられるようになります。工場のリサイクル水としても抗酸化作用等による有益な効果がみられますし、農・畜産業や養魚等の生産に用いれば、健全でバランスの良い生育と高品質が見込めます。もちろん、人間に対しても有益であり、風呂の水や飲用などに利用すれば、活性酸素の抑制や免疫効果の増大、肌荒れを防ぐといった効果がみられます。河川放流する場合でも、魚や水辺の鳥が戻るなど 自然環境の修復効果があり、豊かな自然環境を創出します。
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実証例１











実証例４







実　証　例





処理水を散水利用し、


見事な花を咲かせたサルスベリ





≪処理水（抗酸化植物活性酵素液）の効果≫





平成17年7月7日





―成育の違い―


左：水道水使用　　右：処理水使用





処　理　水　（抗酸化植物活性酵素液）の　有　効　利　用


EMBC－FTバイオシステム　　Fermentation Technology （発酵技術）
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―農業に再利用―


作物の甘味が増し、おいしくなる


成長バランスが良くなり実が大きくなる








≪　農 業・園 芸　≫





　キュウリの根のはりの状態





　　　キュウリの成育状態





結果


　①収穫量増加


　②うどんこ病にならない


　③土壌が非常に柔らかくなった


　④農薬の使用量が減った











解決策


農業集落排水処理施設において、複合発酵による一般環境微生物を用いた


環境浄化技術により処理された処理水を散布することにより土壌改良を行い、


作物の品質向上さらに減農薬による有機農業の実証をする








問題点


①害虫の発生


②病害の発生


③土壌消毒の為の農薬使用


④連作障害








・減農薬農業


・土壌改良


・品質改良


・収穫量増量





名称：山田　安紀　様　畑


場所：中野市江部1253-3


開始時期：平成1５年３月


利用量：2500l　/日








飯山常盤第一浄化センターにおける集落排水処理水の農業利用





�





�








結果


①バイラス（ウィルス病）になりにくい


②樹の成育がよい


③うどんこ病になりにくい











解決策


農業集落排水処理施設において、複合発酵による


一般環境微生物を用いた環境浄化技術により処理


された処理水と発酵廃オガを投入することにより


土壌改良を行い、作物の品質向上さらに減農薬に


よる有機農業の実証をする





問題点


①病害の発生


②害虫の発生


③土壌消毒の為の農薬使用


④連作障害　








・無農薬農業


・土壌改良


・品質改良


・収穫量増量





飯山常盤第一浄化センターにおける集落排水の処理水農業利用（ズッキーニ）





ズッキーニ畑





茎の成育が良くしっかりした株





色つやが良く品質が向上





名称：川久保　一弘様　ズッキーニ畑


場所：飯山市端穂柏尾


開始時期：平成1５年４月


利用量：処理水　3000l~4000l/月


　　　　廃オガ　30m3/反








結果


品質が大幅に向上


アスパラの耐腐性が増す


消毒の回数が減る


連作障害がなくなる





解決策


農業集落排水処理施設において、複合発酵による一般環境微生物を用いた


環境浄化技術により処理された処理水と発酵廃オガを投入することにより


土壌改良を行い、作物の品質向上さらに減農薬による有機農業の実証をする。











問題点


①害虫の発生


②病害の発生


③土壌消毒の為の農薬使用


④連作障害











飯山常盤第一浄化センターにおける集落排水処理水の農業利用（アスパラ）





・減農薬農業


・土壌改良


・品質改良


・収穫量増量








　処理水散布実施３年目


背丈（170cm）より大きい





名　称　：高嶋　俊一　様　畑


場　所　：飯山市大字常盤4286


開始時期：平成1４年４月


利用量　：1000l　/週











処理水及び複合発酵（廃オガ）堆肥によるもの





通常の牛糞堆肥によるもの





　処理水散布実施３年目


背丈（170cm）より大きい





アスパラの成育比





堆肥として廃オガ30m3/反を投入


　　　　　　２年目








堆肥として廃オガ30m3/反を投入


　　　　　　1年目








堆肥として牛糞を投入（3年目）


２年目





�





�





堆肥として牛糞を投入


１年目





�





�





ビニールハウス内部


１６，０００株





結果　


①土壌改良


②無農薬による有機栽培の確立(ピクリン等無使用)


③病害・虫害の減少（15%減少）葉面にワックス状の膜ができ害虫が防除される


④品質の向上　(市場での単価が高い・日持ちがよい)


⑤生産率の向上（1株あたり切花として8本が12本、30~40%の収穫増加）


⑥成育状況　(苗の健康活発化) 


⑦連作障害の回避


⑧処理水を適時に潅水することで追肥の必要がなくなった








ＪＡいぶすきにおける畜産排水処理水の園芸利用（カーネーション）





解決策


養豚糞尿処理施設において、複合発酵による


一般環境微生物を用いた環境浄化技術により


処理された処理水とMLSSを使用し土壌改良


を行い、作物の品質向上さらに無農薬による


有機栽培の実証をする








問題点


①土壌消毒の為の農薬使用


②害虫駆除


③病害発生(フザリウム菌による立ち枯れ等)


④連作障害





名　称　：利田カーネーション農場


場　所　：鹿児島県揖宿郡頴娃町


開始時期：平成13年8月3日


利用量　：処理水　定植後適量を潅水


　　　　　MLSS　定植１ｶ月前に30ｔ/反を散布





・無農薬による有機栽培


・土壌改良


・品質向上


・収穫量増加





葉面にワックスがかかり


非常に力強い株





カーネーション農場とオーナー

















